
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県議会議員

 大雨の度に深刻な冠水被害に見舞われてきた、印西

市岩戸の県道千葉臼井印西線。近隣住民から対策を求

める声が上がる中、県は９月にも排水設備の新設を行

うとしています。 

1970 年（昭和 45 年）生まれ 県立君津高卒 

専修大卒、早稲田大大学院 政治学研究科修了  

早稲田大学大学院 政治学研究科修了 
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岩井やすのりの県政かわら版

事務所連絡先 Fax：0476-36-7802  
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印旛郡栄町安食台 2-26-23（栄町役場前大山ビル 2F） 
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住民要望を受け冠水対策実施へ 印西市岩戸 

●セブンイレブン印西岩戸店より北１００㍍の区間 

 県道千葉臼井印西線は、千葉市若葉区から印西

市木下の竹袋交差点までを結ぶ主要地方道。地域

内に物流施設が増えたことなどから、南北を結ぶ

主要道路として近年特に重要度が増しています。 

 問題となっているのは、同路線の印西市岩戸付

近の冠水対策です。セブンイレブン印西岩戸店前

交差点から北に 100 ㍍ほどの区間は周辺より低位

にあるため、台風等による大雨時には決まって深

刻な冠水被害に見舞われています。人の腰付近に

まで水かさが上がり、車が動けなくなる光景も珍

しくないほど。道路に面した自動車整備工場が冠

水すれば高価な作業用設備がすべて台無し。関係

者は気が気でありません。 

●住民ひとりの排水作業に県からの支援なし 

 同区間の冠 

水被害はかね 

てから発生し 

ているもので、 

20年近くも前 

から冠水対策 

を求めてきた 

ものの一向に 

改善しないと 

言います。 

 

●雨水貯留槽の事前排水等を強く要望 

 さて、岩井にこの問題が寄せられたのが 6 月上

旬のこと。要望者や県担当課とともに現場確認を

重ねた上、7/7 の県常任委員会にてこの問題を取

り上げ、同区間の冠水対策について質したところ

です。くわえて、大雨発生予報時における雨水貯

留槽の事前排水の実施、冠水した道路の排水作業

の支援についても強く要望。県土木事務所はこの

9 月にも同区間に排水設備を新設する等、早期に

対応していくとしています。 

10 年に一度、20 年に一度と言われる豪雨が毎

年のようにやってくる昨今、行政の不作為により

住民の生活や財産が脅かされることがないよう、

万全の対策を求めてまいります。 

 

また、冠水時には近隣住民が自らポンプ排水車

を借りて、一人で排水作業にあたる一方、現場を

見に来ても、手を貸すでもなく素通りして帰る県

職員の対応にも批判の声が上がっているのです。 

  

印西市岩戸の道路冠水（令和 5年 6月 2日） 

mailto:iwai-yasunori@dream.jp
mailto:mail@iwai-y.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深刻増すケアマネ不足問題 処遇改善が急務 

●県内要支援・要介護者 R２２年には４２万人に  

今年６月に開催された日本介護支援専門員協会

の総会。事業計画等の報告がなされる中、七種副

会長からは「人材確保が一番大きな課題。若い世

代に志望していただかないと介護支援専門員の未

来は厳しい」との懸念の声が上げられています。 

県高齢者保健福祉計画によると、平成 20 年度

に 17 万人弱であった県内の要介護等認定者数

（要支援 1～要介護 5 に認定された方の数）は、

令和 5年度現在で 32万 4千人。令和 22年度には

42万2千人にまで増加すると見込まれています。

さらに、要介護 4～5 のいわゆる重度者は令和 22

年度に 9万 4千人にまで上るとされ、ケアマネジ

ャーの確保は喫緊の課題となっているのです。 

 

●県内ケアマネの３分の２が「潜在有資格者」 
 くわえて課題なのは、ケアマネ資格を持ちなが

らも有効な登録をしていない「潜在有資格者」の

多さ。県内には 2万 7千人超の有資格者がいるも

のの、実際に有効期間内の登録を行っているのは

9千 2百人と全体の 3分の 1にとどまります。 

 背景にあるのはケアマネジャー報酬の低さ。同

職の平均基本給（280,070 円）は看護職員や理学

療法士とほぼ同額。介護職員の収入を 9 千円程増

やすために行われた令和 4 年の介護報酬改定で

も、ケアマネジャーは対象外となったのです。  

介護や医療の現場にて経験を積み、かつ合格率

10～20％という難関試験を突破しなければなら

ないことを考えれば、十分な処遇であるとは言え

ません。来年に迎える国の介護報酬改定では、若

者がケアマネジャーを目指したいと思える処遇の

実現が求められます。 

介護サービスについてのケアプラン作成業務な
どを担う介護支援専門員（ケアマネジャー）。受験
資格が厳しくなったことから合格者が減少してお
り、人材不足が大きな課題となっています。 

●H３０年の受験資格変更で合格者が半減 
 ケアマネ不足の一因となったのが、平成 30 年

の受験資格の変更です。それまでホームヘルパー

経験などでも受けられていたものが、「介護福祉

士や看護師等でかつ従事経験 5 年以上」等とハー

ドルが上げられたことで受験者が半減。県内の年

間合格者数も 400人程度にとどまっています。 

　　いわちゃんポスト No.148 （2023/9月）

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

合格者数 702 1,196 157 199 323 470 423

※H29年度は駆け込みでの受験が増えたものと見られています。

ケアマネ実務研修受講試験 合格者数
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